
　平成 27 年度から開始した「ココロのあおぞら音楽祭」は、合唱を始め、合奏や少人数でのバンド活動、
創作物の展示・掲載など年々活動の幅を広げ、令和２年度に第６回を迎えるはずでした。しかし、コロ
ナ禍の影響によりやむなく中止となりました。多くの団体が発表の場だけでなく音楽活動の場を失いま
した。「音楽の灯を消したくはない」、「芸術活動をとおして繋がった輪を大切にしたい」、そんな声が聴
こえる中、実行委員会では新しい生活様式の中で行う芸術活動の発表の場を模索しました。昨年度は準
備期間とし、試行錯誤を重ね完成した芸術活動「ココロのあおぞら音楽祭オンライン」は、会場に集ま
らなくても参加者も視聴者も楽しめるよう工夫をこらしています。やすらぎ第 71 号では制作に関わっ
た委員や参加者、視聴者の声を紹介いたします。

「ココロのあおぞら音楽祭オンラインについて」特　集

　コロナ禍で今まで日々楽しんできた音楽活動、
特に集まって歌う事が難しくなり、5 年間参加を
続けてきたココロのあおぞら音楽祭の会場での開
催も残念ながらできなくなってしまいました。自
粛生活が続き気分もふさぎがちな中、例えば星
野源さんの「うちで踊ろう」の SNS への投稿や、
それに多くの方が次々と動画を重ねていく様子に
感動し励まされていくうち、こういう形なら音楽
祭ができるかもしれないと思いました。
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動画を通じてであってもみんな少しでもつながり
を感じたり、希望が持てるんじゃないかと思い、
企画を話し合いながら、いろいろな団体に声をか
けて動画を集め、僕たちのデイケアでも動画を撮
影したり、編集していくのは楽しくはありつつも
なかなか大変なことでした。「ただでさえ日々の
生活や活動が大変なのに、どのくらい動画が集ま
るだろう」「動画は残るから、緊張するかもしれ
ないし、顔出しはみんなどうだろう」「うちのデ
イのみんなは参加してくれるかな」などなどいろ
いろ心配で、最終的にどんな形に完成するか、全
然わからないままに作業は進みました。でも実際
に動画や創作作品が集まり始めると、その歌や演
奏のすばらしさや、動画の工夫、何よりも楽しさ
に嬉しくなり、いろいろな方の協力でなんとか第
68 回精神保健福祉全国大会での発表に動画が間
に合って、サイトでの一般公開もすることができ
ました。参加者からは「プロのミュージックビデ
オのようで楽しい。」「他の団体もすごい。面白い。」

「誰がスタッフか利用者か全然わからない。」「想
像以上に、みんなで一緒にやってる感じがあって

びっくり。」「大変な時期に頑張った思い出になっ
た。」「家族と観た。これからもずっと観られて嬉
しい。」といった感想がきかれました。自分達で
いうのもなんですが、本当に素晴らしい動画がで
きたと思うので、まだの方は少しでもご覧頂ける
と嬉しいです。
　本当はマスクを外して思いっきり歌いたいしみ
んなで集まって、歌ったり、踊ったり演奏したい。
きっとそう思っている人は多いんじゃないかと思
います。僕も早くそういう日々が戻ってきてほし
いです。
　でもそれが難しい間は、オンラインもうまく使
いながら、別の形でも活動を続けていくこともで
きることも分かりました（撮影は慣れないとずい
ぶん大変ですが）。zoom などオンラインを使っ
ての県をまたいでの音楽ライブ発表会をやってい
るところもあります。コロナ禍はもうしばらく続
くかもしれませんが、対面とオンライン、両方の
良さをうまく使いながら、少しずつでもみんなで、
音楽を続けていけるといいなと思います。

　新型コロナウイルス感染症の影響は、大変に悩
ましいものでした。
　精神科デイケアは人間関係を密に築くことを目
的の一つとしているのに、感染予防をして、ソー
シャルディスタンスを取らなければならないとい
うのは、なんとも難しい問題を突きつけられた感
じでした。物理的な距離をあけたら、社会的な距
離も遠くなってしまうんじゃないかと、不安を感
じていました。音楽活動は、直接的な影響を受け
ました。合唱は中止し、代わりに手話を使って合
唱を試みましたが、人気が出ず、段々と人がいな
くなり、いったん終えました。いったん合唱を断
念し困っていたところ、これまでの参加を続けて
いた「ココロのあおぞら音楽祭」で、チームワー
クを使った透明感のある演奏を聴き、感動した

トーンチャイムの発表があったことを思い出しま
した。
　そこで、合唱のノウハウを生かして、トーンチャ
イムを使って演奏する試みを始めました。パート
に分かれて、トーンチャイムでそれぞれ練習して、
全体で合わせます。素敵な音色で、面白い音楽に
なりそうです。

②「ココロのあおぞら音楽祭に参加して」 埼玉精神神経センター　松浦　彰久
（実行委員・音楽祭参加団体）
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　この度、ココロのあおぞら音楽祭にて発表の場
を設けていただき、ミュージックベルと、トーン
チャイムを使って発表させていただきました。発
表する機会があったことは、達成感を得ることが
でき、私たちにとって貴重な体験となりましたこ
と、感謝しております。

「本番は緊張したが、達成できた感動が大きかっ
た。」「発表に向けて、リーダーを中心にチームが
だんだんとまとまり嬉しかった。」「チームの中で
のコミュニケーションを大事にできて、お互いに

カバーできたことがよかった。」「自分たちの発表
を聞いてくれる人がいることはうれしく、がんば
ろうというモチベーションを高めてくれた。」な
ど音楽祭に参加した仲間たちの感想は、前向きで、
あたたかかったです。
　コロナ禍で、社会的な距離も遠くなってしまう
んじゃないかという不安は、実はその逆で、大変
な状況こそ、わたしたちを一つにまとめてくれて、
距離を縮めてくれたのかもしれません。

今回の音楽祭の中で“指揮者”の役割を担っていただいたオンライン編集班の皆さんに
編集作業の楽しさやご苦労について振り返っていただきました。

山：うまく一瞬で上げ下げできないから、一つ一
つ（の音源を）やる。
若：え、ヴァイオリンのピッチって変えられるの？
山：補正できます。上げたり下げたり。
若：音の切れ目のところで調整するんですね。
山：サックスとベルで音域、周波数が違うので、
それぞれの特徴的な周波数で聞こえやすいよう
に。かぶっちゃうと聞きづらくなっちゃうので、
変えてみました。
若：そういう調整って理論的なものなんですか？
それとも感覚的なことなの？ 
山：僕の感覚では半々くらいですかね。

鈴：映像って、音楽と比べてがっつり取り組んだ
経験がなかったので、色々調べながらやるのが大
変だった。
若：へー、そうだったんですか。雪山さんはどう？ 
山：私はそう、なんだろうな、一生懸命、全部合
わせて聞けるようにしなきゃなっていうそんな感
じで。まあ、合わせるの大変だったなと。団体で、
コロナの中で集まって、まず練習するので大変。
練習そのものも大変。それに基準の音源があって
それに合わせるので大変。3 つの大変さがあると
思うんですよね。それで、そうなんとか頑張って
合わせたやつが個々にあって、さらに合わせる部
分を私が担当しました。まあ、基準に合わせるっ
て結構苦労するんじゃないかなって。
若：大変だったって感じですよね、結構。
鈴：こだわり続けたらきりがないっていう風には
思う。完成度が例えば 50％から 80％までいく時
間があったとして、それと同じ時間だと 80％か
ら 83％ぐらいまでしかならないこともある。最
後の方が時間かかっちゃうっていう。
若：大まかに作るところまでは、わーっていける

③「ココロのあおぞら音楽祭オンライン編集班インタビュー」
鈴木さん、雪山さん（編集班）　若杉さん（実行委員・編集班・音楽祭参加団体）

皆さんから預かった様々な楽器の
音色を重ねていく作業について

映像の編集を行う上での楽しさやご苦労、
こだわった点について教えてください
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けど、最後のこだわりを詰めるところが時間かか
りますよね。
山：締め切りって大事だなと思いました。締め切
りがあるから終わらせることができる。これ締め
切りがなかったら永遠に続きますよね。きっと、
良くしようとして。
若：進捗をどういうペースでどのぐらいの何をど
こで見切ってやるかは結構話してましたもんね。
確かに、二人のこだわりがあるからいいものがで
きるから、逆に、それが締め切りがあることでど
こかに線引きをしながら進める苦しさがあったん
ですね。

鈴：動画をどういう感じにしようかなっていうア
イデアを出す部分の大変さ、プラスその出てきた
アイデアを形にするための大変さがあって、監督
兼演出じゃないけど、監督が指示して演出の人が
別で頑張るんじゃなくて両方一人でやる大変さは
あった。
若：確かにディレクタープラス作業を全部やるっ
て感じですもんね。雪山さんは？
山：僕は聞きやすいような感じを意識しました。
音を聞いて動画を見て音を聞いて、音が目立っ
ちゃったらなんか悪い印象じゃないですか。動画
よりも音があれ？あれ？ってなっちゃったら、た
ぶん動画としてよく完成していても、ちょっと音
悪すぎじゃね？みたいな。だから、音はなるべく
自然に聞こえるように、いい意味で存在感を消し
てみる。これ以上出ちゃうと動画を邪魔しちゃ
うっていう。
若：鈴木さんはそのへんはどう思いながらやって
ましたか。音声とのバランスというか。
鈴：音声は、雪山さんがうまくやってくれるでしょ

うってことであまり気にせずに動画はポンポン使
いたい素材を使いたいタイミングで入れちゃった
かな。合うかなって思ったのを。
山：そこは本当にすごいなと思っていて。タイミ
ングのずれとか気になっちゃったらもう、ちょっ
と違和感あるなぁみたいな。聞いて自然にその点
を意識しないで動画が見られる、そこだけ。
若：そういう意味で言うと、さっきの締め切りの
意識もそうですけど、見る人がどういうふうに思
うかなっていうのをずっと想像しながら進めて
たって感じですよね。視聴している、参加してる
団体が不公平を感じないように。
山：そうそう、そこはすごく意識しました。この
団体ばっかり映ってるなとか、この団体の音ばっ
かり目立ってるじゃんってなったら、やっぱり不
公平を感じますよね。
若：参加した人みんなが心地よいようなバランス
を考えながら、音もそうだし動画もそうだしバラ
ンスもそうだしっていうところをずっと考えなが
ら進めてたって感じですよね。

鈴：シーンが変わるごとにアニメーションみたい
なのを入れてて、それを考えるのは楽しかったで
す。映像を見ながらタイミング合わせて。切り替
えとかのアニメーションは、四角が内側から消え
ていくような。元々あるものを使うんじゃなくて
自分で作ってやりました。正方形を三個ぐらい重
ねて。「ゆうの樹」さんに変わるとことかも、マ
ルが中央からランダムに出力して段々消えていく
ような。マルを何秒ごとにいくつ出しますってい

巧みに効果を活用して
映像を切り替えた最終編集作業について
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うプログラムを組むみたいな感じで。
若：切り替えの一個一個にこだわりがあるんです
ね。
鈴：ネオンサインっぽい色にしようかなとか、い
ろいろ考えながら作りました。

　今年度のココロのあおぞら音楽祭は、感染症拡
大防止の観点から会場開催を中止し、オンライン
での作品発表となりました。「オンラインでの音
楽祭」は聞き慣れず、「一体どうやって開催する
のだろう…？」と思いましたが、蓋を開けてみる
と素晴らしい作品が並んでおり、とても感動しま
した。今回はココロのあおぞら音楽祭オンライン
を視聴した感想をお伝えしたいと思います。
　まずは「ココロのあおぞら音楽祭オンライン全
体動画」です。こちらは編集班の皆さんが、たく
さんの作品を一本の動画にまとめ、編集したもの
です。これだけの数の作品を、一本の動画に編集
することはとても骨が折れる作業だと思います。
出来上がった作品は音楽部門から創作部門までを
うまくまとめてあり、見応えのある作品でした。
昨年 10 月に埼玉県で、第 68 回 精神保健福祉全
国大会が開催されました。この動画は、大会のア
トラクションとして披露され、記念すべき埼玉で
の開催を彩りました。

　素晴らしい作品づくりに、ご協力いただきあり
がとうございました。
　次に「音楽部門」です。こちらは「上を向いて
歩こう」「パプリカ」「アメイジング・グレイス」
の３曲が課題曲でした。限られた時間の中、仮装
や小物を使って盛り上げたり、フリップを使って
視聴者にアピールしたりと、聞いて楽しい、見て
楽しい映像がたくさんありました。
　感染症予防のために、練習等においても様々な

　聴くととてもきれいな異なる楽器のコラボレーションも、楽器が違うと周波数などが違う
ため一つ一つを重ね合わせるのは大変な工程だったのですね。
　参加してくださった皆さんや視聴される皆さんなどいろいろな人の視点をもち、より良い
ものにしてくださった編集班のみなさん、本当にありがとうございました！

④「ココロのあおぞら音楽祭を視聴して」 　広報編集委員長　平賀　菜摘
（埼玉県立精神保健福祉センター）
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制限があったと思いますが、また今年も皆さんの
素晴らしい演奏を鑑賞することができ嬉しく思い
ます。
　最後に「創作部門」です。こちらは、絵や書道、
リースなど数々の作品が寄せられました。どの
作品も力作で、丁寧に仕上がっており、写真でみ
ても色使いや細部へのこだわりが見て取れます。
ケーキやお花などオンライン開催ならではの作品
もあり、華やかで素敵な作品の数々に心を奪われ
ました。来年は感染症が収束し、会場でみなさん
の歌声や作品を鑑賞できることを願います。
　音楽部門、創作部門ともにたくさんのご応募あ
りがとうございました。

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、
オンラインでの開催となった今年度の音楽祭でし
たが、各施設による演奏や作品発表など新たな楽
しみ方ができる機会だったと感じました。音楽祭
当日、利用者と一緒に「ココロのあおぞら音楽祭
オンライン」を視聴しました。自分たちの演奏や
作品が紹介されると拍手をしたり、参加した利用
者に声をかけたりするなど、とても楽しんでいる
様子が窺えました。参加した利用者からは「自分
たちが演奏しているときは、どんな形になるのか
わからなかったが、音楽祭ではいろいろなところ
の音と合わさり、セッションしている気持ちに
なった」「リズムも合っていて、編集された人は
すごいな」などの声がきかれました。コロナ禍で
思うような活動ができなかった利用者が、音楽祭
への参加を通して自信を持ったように思えまし
た。

　「直接会う」ことのメリットもありますが「オ
ンライン」の良いところは、離れた場所にいても
大勢で取り組めるところです。コロナ禍で交流が
少なくなってしまっている現在ですが、こういっ
たものに参加することでたくさんの仲間がいるこ
とを知り、音楽を通して繋がりを感じることがで
きたのではないでしょうか。また作品紹介で各々
の日ごろの活動を見ることができたのも、今回の
オンライン音楽祭の素晴らしいところだと思いま
す。オンライン音楽祭を視聴し「自分も参加した
かった」と話す利用者もいました。再びこのよう
な機会があれば、より多くの方に参加していただ
き、たくさんの方に観てもらいたいと思いました。
　音楽祭に向けての準備や編集作業など大変だっ
たと思います。楽曲演奏や作品提供、動画編集な
どオンライン音楽祭に携わった皆様、とても素晴
らしい音楽祭でした。

　「こころのあおぞら音楽祭」の動画は、当協会のホームページで公開しております。
　参加いただいた個人、団体の「個別動画」、芸術作品も含め作成したオンライン編集班力作の「全
体動画」です。
当協会ホームページ ⇒ 協会事業のご案内 ⇒ 芸術 にございますので、ぜひご覧ください !!

⑤「ココロのあおぞら音楽祭を視聴して」 広報編集委員　佐藤　友香
（埼玉県立精神保健福祉センター）
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　令和 3 年 11 月 20 日（土）、コロナ感染拡大の為、
令和 2 年予定から 2 度の延長の末、無事開催する
ことができました。東京オリンピック・パラリン
ピック後の感染状況を気にかけつつ準備を進めて
いきました。開催は、公益社団法人埼玉県精神保
健福祉協会より助成及び感染対策方法など多くの
ご指導をいただきましたこと、感謝申し上げます。
　講演会は、共催しています NPO 法人ゆずり葉
の会との会員の勉強会でしたが、コロナ対策のた
め会場を「毛呂山町福祉会館」に変更しました。
また、車椅子使用の参加希望者があり、エレべー
ターが設置されてないため２階から急遽 1 階へ変
更いたしました。結果的には、入り口からスロー
プを利用し会場に入ることができ、多機能洗面所
も会場の傍に設置されおり支障なく、最良の場所
となりました。
　会場変更のため、当日の会場設営も縦長の会場
を横向きにすることから始まり、試行錯誤しなが
ら、会員の知恵と協力により感染対策上も良好な
配置となりました。椅子には、番号を貼り、受付
で参加者にお示しした番号に座っていただく方法
としました。
　受付開始は、12 時 30 分。会館のフロアーに設
置された体温測定機によりチェック、その後、受
付にて参加予約表と照らし合わせて、名前、住所、
連絡先、体温記入をしていただきました。感染対
策のため、参加下さった皆様には、マスクの着用
をお願いし、また主催者側は、フェイスシールド
装着をしました。感染対策のため、入り口のドア
と窓を少し開け、1 部と 2 部の休憩は換気をしっ
かり行いました。参加者には少々寒い状況だった
かも知れません。
　講演会の参加者数は、51 名でした。尚、講演
会後の感染報告はありませんでした。
東京オリンピック・パラリンピックの感動と障害
への関心も残る 11 月の講演会でした。参加者は、

視覚障害者とサポーター、車椅子のお子さんとご
家族、福祉関係者と幅広いものでした。
　講師の寺澤武行氏は、人生の後半に足の悪性骨
肉腫のため右下腿を切断されました。タイトルの

「障害は不便だが、不幸ではない！」は、ヘレン
ケラー女史の言葉であり、寺澤氏の座右の銘の一
つでもあるとのことです。
　1 部は、病のため本人の検討の有無もなく切断
を余儀なくされ、術後のベッドの上のお話から始
まりました。淡々としたお話でしたが、心の葛藤
が伝わってきました。退院後、外に出るまでの人
の目のこと、引きこもり状態を跳ね返し活動され
る過程など、ご本人の経験談をお聞きしました。
家庭内の生活面での不便を工夫し克服、経済面の
こと、知恵とチャレンジ精神に溢れた内容でした。
　2 部は、補助具の必要性、補助具は、使途によ
り多数必要となること、自分の必要から考案した
様々な補助具の紹介などをしていただきました。
例えば家庭内での入浴でも、入浴用の補助具が必
要であること、危険防止への配慮は日常であると
のことでした。温泉などは同じ障害者仲間で行こ
うと企画されたことなど、前向きな生き方をお話
されました。参加者が気付いていないこと、理解
が及ばない事ばかりでした。
　笑いを交えた講演をされ、また参加者も大変真
剣に聞いておられました。
　講演会を通して、健常者ゆえ気付かない他者へ
の配慮の大切さ、謙虚さなど反省と共に多くの学
びをさせていただいたと思います。
　開催に際して、いくつかの課題がありましたが、
会員の協力をもって無事終了することができまし
た。および、連携の団体のお陰もありました。

【事業報告】�こころの健康プロジェクト�
第 4回合同講演会「障害は不便だが、不幸ではない！」

NPO法人ゆずり葉の会・NPO法人マイムマイム
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　「依存症フォーラム」は様々な依存問題について
の啓発を目的として、埼玉県立精神保健福祉セン
ターと共催している一般県民向けのイベントです。

　本事業は新型コロナウィルスの感染拡大を鑑
み、全編を WEB 配信で実施しました。

＜講演について＞
　今回は NPO 法人ぷるすあるはが執筆している
絵本『ボクのことわすれちゃったの？―お父さん
はアルコール依存症』（出版：ゆまに書房）を題
材に、依存症の問題がある家庭で育つ子ども・そ
の心配のある全ての家庭で育つ子どもと、家族全
体の支援についてお話を頂きました。講師の先生
からは登場人物それぞれの思いに沿った支援のポ
イントを分かりやすくご説明頂き、視聴者の方か
ら大変ご好評を頂きました。

＜団体紹介について＞
　動画にて 1 団体につき 5 分程度の団体紹介を行
いました。団体の活動概要や理念、活動内容等が
個性豊かに表現された見ごたえのある動画が並
び、多くの反響を頂きました。

参加団体：�埼玉ダルク、埼玉県断酒新生会、�
さいたまマック、浦和まはろ相談室、�
埼玉県立精神医療センター、� �
埼玉県済生会鴻巣病院、不動ヶ丘病院、�
与野中央病院、白峰クリニック、NA、�
GA、ギャマノン日本サービスオフィス、�
全国ギャンブル依存症家族の会埼玉、�
依存症ご本人の自助グループ、� �
家族の回復ステップ 12、� �
さいたま市こころの健康センター、��
埼玉県立精神保健福祉センター

【編集後記】
　やすらぎ 71 号では、ココロのあおぞら音楽祭を中心に、令和３年度の事業報告をお届けしました。
新型コロナウイルス感染症が収束せず、生活様式が一変しました。マスクなしで大声で歌える日が
待ち遠しいです。� 平賀広報編集委員長
【お詫び】
　会員の皆さまのお手元に届くのが大変遅くなり申し訳ありませんでした。� 事務局

令和3年度依存症フォーラム概要
　配信期間　令和3年12月22日（水）～令和4年1月11日（火）
　方　　法　埼玉県公式YouTube「限定公開セミナー動画チャンネル」における限定公開
　構　　成　・第1部　�講演　「依存症と子どもと家族」�

講師　NPO法人ぷるすあるは　北野陽子先生　細尾ちあき先生
・第2部　�団体紹介�

埼玉県内の依存症関連団体・医療機関・相談機関の紹介

【事業報告】�令和３年度第１回こころの健康講座・心の健康づくり推進事業講演会�
「依存症フォーラム」

事務局
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